
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
令
和
４
年
度
の
決
算
で
督
促
手
数
料
の
歳
入
が
、
徴
収

コ
ス
ト
を
下
回
る
こ
と
や
、
税
に
お
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

付
し
た
納
付
書
の
導
入
に
よ
り
、
全
国
の
金
融
機
関
で
納
付
が

可
能
と
な
っ
た
反
面
、
金
融
機
関
か
ら
督
促
手
数
料
の
徴
収
に

つ
い
て
確
認
が
な
い
た
め
、
督
促
手
数
料
の
み
の
未
収
事
案
が

発
生
す
る
な
ど
課
題
が
多
く
、
費
用
対
効
果
と
事
務
の
削
減
の

観
点
か
ら
廃
止
に
至
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

3
分
団
（
南
姫
、
笠
原
第
一
、
笠
原
第
二
）
の
定
員
を
28
人

と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
各
分
団
の
車
両
２
台
を

確
実
に
運
用
す
る
に
は
、
28
人
必
要
で
あ
り
、
構
成
は
、
分
団

長
１
人
、
副
分
団
長
１
人
、
部
長
２
人
、
班
長
４
人
、
団
員
20

人
で
あ
る
。
こ
の
人
員
を
ポ
ン
プ
車
、
積
載
車
と
も
に
２
班
に
分

け
て
合
計
４
班
で
運
用
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
務
費
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
対
前
年
同
月
比
は
4.6
倍
で
あ
り
、

昨
年
が
１
億
８
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
の
補
正
は
こ

れ
を
ベ
ー
ス
に
5
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

●
議
第
99
号　
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

●
第
１
０
７
号　
多
治
見
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
９
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
所
管
部
分
）

「
厚
生
労
働
省
の
水
道
整
備
・
管
理
行
政
に
関
す
る
事
務
権

限
が
、
環
境
省
お
よ
び
国
土
交
通
省
に
移
管
さ
れ
る
が
、
市
に

影
響
は
出
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
国
土
交
通
省
が
持

つ
、
災
害
対
応
や
下
水
道
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
す
こ
と
で
、
事
業
を
計
画
的
か
つ
、
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
市
は
、
国
の
動
き
に
従
っ
て
、
事
務
を
進
め

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
対
策
関
係
費
、
自
主
運
行
バ
ス
事
業
費
、
地

域
内
交
通
運
行
支
援
事
業
費
に
お
け
る
地
域
交
通
事
業
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
地
域
交
通
事
業
者
と
は
常
に

意
見
交
換
を
し
て
お
り
、
現
状
は
か
な
り
厳
し
く
、
支
援
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
赤
字
補
填
を
す
る
考
え
は
な
い
。
新

し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
現
状
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の

支
援
で
あ
れ
ば
、検
討
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
宣
伝
事
業
費
に
お
け
る
旅
費
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

「
今
年
度
か
ら
「
や
く
な
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
も
」
を
制
作
し
た
日

本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
㈱
や
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
な
ど
と
観
光

Ｐ
Ｒ
事
業
の
連
携
を
し
て
お
り
、
そ
の
打
合
せ
等
に
必
要
な
旅

費
を
計
上
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
中

心
市
街
地
の
活
性
化
も
含
め
、商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

滞
在
型
の
施
設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
質

●
議
第
１
０
８
号　
多
治
見
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
９
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
所
管
部
分
）

養
正
公
民
館
休
館
中
の
代
替
窓
口
で
あ
る
子
ど
も
情
報
セ
ン

タ
ー
で
の
業
務
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
従
来
の
利
用
団
体

等
の
方
へ
の
相
談
対
応
や
、
他
の
施
設
等
の
利
用
仲
介
を
予
定

し
て
お
り
、
他
の
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
事
業
の
実
施
を
継
続

す
る
予
定
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
福
祉

医
療
費
の
受
給
申
請
に
支
障
は
な
い
の
か
」と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
出
生
の
届
出
や
福
祉
課
等
に
相
談
に
来
ら
れ
た
際
に
、
必
ず

保
険
年
金
課
の
窓
口
へ
寄
る
よ
う
に
案
内
を
し
て
お
り
、
基
本

的
に
申
請
に
支
障
は
な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
繰
出
金
（
産
前
産
後
保
険
料
分
）

に
つ
い
て
、「
さ
ら
な
る
市
の
負
担
増
や
被
保
険
者
の
保
険
料

増
加
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
産
前
産
後
保
険
料

の
減
免
に
よ
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
国
が
１
／
２
、
市
と
県

が
そ
れ
ぞ
れ
１
／
４
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
上
、

市
の
負
担
は
な
く
、
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
も
な
い
」
と
の
答

●
議
第
97
号　
多
治
見
市
養
正
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
０
号　
多
治
見
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
９
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
所
管
部
分
）

常
任
委
員
会
審
査
概
要
議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
城
處
　
裕
二

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
玉
置
　
真
一

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
片
山
　
竜
美
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ま
し
た
。

定
住
化
促
進
関
係
費
の
県
外
か
ら
多
治
見
市
に
移
住
さ
れ
た

方
へ
の
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
当
初
予
算
の

10
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
申
請
済
み
で
あ
る
。
申
請
者
は
、
愛

知
県
か
ら
の
転
入
者
で
あ
り
、
愛
知
県
内
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一
世
帯
に
付
き
５
千
円
分
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
物

価
高
騰
対
策
生
活
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
、「
地
域
経
済
が
活

性
化
す
る
こ
と
も
考
慮
し
、
地
域
共
通
券
を
配
布
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
物
価
高
騰
対
応
が
目
的
で
あ
り
、

実
際
に
見
え
る
形
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
届

け
た
い
こ
と
と
、
配
布
に
か
か
る
事
務
量
や
費
用
面
か
ら
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
に
決
定
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
１
２
３
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

疑
が
あ
り
、「
空
き
店
舗
の
活
用
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
新
築
し
た
方
が
割
安
で
あ
り
、
旅
館
業
法

に
適
合
さ
せ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
は
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
た
め
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
補
っ
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
改
良
事
業
費
（
単
独
）
に
つ
い
て
、「
財
源
で
あ
る
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
は
、
非
常
に
有
利
な
事
業
債
で

あ
る
が
、
今
年
度
ま
だ
活
用
で
き
る
事
業
は
あ
る
の
か
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、「
９
月
定
例
会
の
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

と
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
も
っ
て
、
令
和

５
年
度
に
対
象
と
な
り
う
る
事
業
す
べ
て
に
充
当
で
き
た
こ
と

に
な
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
と
周
知

方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
に
対

し
、
就
業
と
自
立
を
目
指
し
た
資
格
取
得
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
広
報
た
じ
み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
さ
ら
に
は
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
申
請
時
に
、
チ
ラ
シ
等
を
封
入
し
て
対
象
者

に
届
く
よ
う
な
周
知
を
し
て
い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
契
約
金
額
の
変
更
理
由
の
一
つ
で
あ
る
騒
音
の
発
生
を
入

札
時
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
騒

音
対
策
は
、
当
初
か
ら
で
き
る
だ
け
配
慮
す
る
よ
う
考
え
て
き

た
が
、
外
壁
の
タ
イ
ル
を
剥
が
す
作
業
を
現
場
で
行
っ
た
と
こ

ろ
、
か
な
り
の
騒
音
が
発
生
し
た
た
め
、
い
っ
た
ん
こ
の
作
業

は
中
止
し
た
上
で
工
法
の
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
１
１
６
号　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

付託されたおもな議案
事件番号 件　名 審査結果

議第99号
督促手数料の廃止に伴う関係条例の
整備に関する条例を制定するについ
て

原案可決
議第107号

多治見市消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例の一部を改
正するについて

議第109号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第５号）（所管部分）

議第123号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第６号）

付託された議案
事件番号 件　名 審査結果

議第108号
多治見市水道事業給水条例の一部を
改正するについて

原案可決

議第109号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第５号）（所管部分）

議第113号
令和５年度多治見市水道事業会計補
正予算（第１号）

議第114号
令和５年度多治見市下水道事業会計
補正予算（第２号）

付託されたおもな議案
事件番号 件　名 審査結果

議第97号
多治見市養正交流センターの設置及
び管理に関する条例を制定するにつ
いて

原案可決議第100号

多治見市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正するについて

議第109号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第５号）（所管部分）

議第116号 工事請負契約の変更について
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